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ボールでつなぐ仲間の絆
宮原小学校バレー部
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 2　ひかわ Colors

 3　もくじ

 4　Ｊアラート（全国瞬時警報システム）

 6　「氷川町人権啓発作品」募集

 7　風しん抗体検査および予防接種のお知らせ

 8　臨時福祉給付金の申請受付開始／鳥獣被害対策用電
気柵にご注意を

 9　児童扶養手当制度

10　まちのトピックス！
竜北東小で平和学習授業／ふれあい大学開講式／もち
米の学校で田植え／熊本県と税の併任徴収協定を締結
／ヒマワリでフラワーデザイン／氷川町ふれあい卓球
大会／水難事故防止祈願祭／吉野梨（幸水）初選果／
全国・九州大会出場者激励会

13　ＪＩＣＡ海外ボランティアからの活動報告

14　すくーるらいふ（竜北中学校）

16　8月カレンダー
行事予定表／休日在宅医／まちへのホットライン／
休日救急歯科医療

18　けんこうだより

19　こころの健康コーナー／認知症キャラバンメイトだより

20　野津交流館を利用しませんか？

21　介護予防サポーター募集／平成27年国勢調査を実施します

22　町営住宅補充入居者募集のお知らせ／有佐駅前団地
（特定公共賃貸住宅）入居者募集 !!

23　氷川町は「地域とともにある学校」づくりを推進し
ます／お口ピカピカ応援隊（フッ化物洗口事業ボラ
ンティア）募集

24　ひかわスポーツクラブたより!!

25　町民文芸

26　くらしの情報

31　伝言板／ひとのうごき

32　ひかわっ子写真館／塾生募集！担い手塾で“農”力
アップとパートナー探し／編集後記

宮
原
小
学
校
バ
レ
ー
部

ボ
ー
ル
つ
な
い
で
チ
ー
ム
の
勝
利
へ

　

氷
川
町
で
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
頑
張
っ
て
い
る
団
体

を
募
集
し
ま
す
。自
薦･

他
薦
は
問
い
ま
せ

ん
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課 

行
政
係　

☎
52
・
７
１
１
１

ひ
か
わColors

を
募
集
し
ま
す

Color
16

▲勝利を目指して練習

▲サーブを繰り返し精度を高めます

ひかわColors
氷川町で頑張っている、町を彩る皆さんをご紹介します

　

宮
原
小
学
校
バ
レ
ー
部
は
４
年
生
５
人
、

５
年
生
７
人
、
６
年
生
10
人
の
女
子
22
人
で

活
動
し
て
お
り
、
週
２
回
か
ら
３
回
の
練
習

の
他
、
他
校
と
の
練
習
試
合
を
定
期
的
に
行

い
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
技
術
を
磨
い
て
い
ま

す
。

　

７
月
21
日
、宮
原
小
学
校
の
体
育
館
で
は
、

26
日
に
控
え
た
熊
日
学
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
た
練
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ア
タ
ッ
ク
、
サ
ー
ブ
、
レ
シ
ー

ブ
な
ど
の
基
礎
練
習
を
し
た
後
、
ゲ
ー
ム
形

式
の
練
習
で
実
戦
的
な
動
き
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

み
ん
な
で
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
ボ
ー

ル
を
追
っ
て
、
パ
ス
を
つ
な
ぎ
、
ア
タ
ッ
ク
。

攻
撃
が
決
ま
る
と
、
仲
間
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
を

し
、
元
気
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

部
員
の
皆
さ
ん
に
話
を
聞
く
と
「
み
ん
な

明
る
く
、
仲
が
良
い
の
が
チ
ー
ム
の
良
い
と

こ
ろ
で
す
。
仲
間
が
カ
バ
ー
し
て
く
れ
た
り
、

パ
ス
が
つ
な
が
っ
て
攻
撃
が
決
ま
っ
た
と
き

や
サ
ー
ブ
が
決
ま
っ
た
と
き
が
楽
し
い
で
す
」

と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
魅
力
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
園
田
寛
奈
さ
ん
（
新
村
北
）

は
「
ひ
ろ
う
・
つ
な
ぐ
・
う
つ
の
動
き
を
一
つ

一
つ
し
っ
か
り
と
行
っ
て
、
県
大
会
で
の
一
勝

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
大
会
へ
の
抱

負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

も く じ
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Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
津
波
警
報
、緊

急
地
震
速
報
、弾
道
ミ
サ
イ
ル
発

射
情
報
な
ど
の
、対
処
に
時
間
的

余
裕
の
無
い
緊
急
情
報
を
、人
工

衛
星
で
経
由
し
て
受
信
し
、防
災

行
政
無
線
で
自
動
放
送
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
で
配
信
さ
れ
る
情
報

　

氷
川
町
で
は
、次
の
情
報
が
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
を
通
じ
て
放
送
さ
れ
て
い

ま
す
。

①
緊
急
地
震
速
報

　
（
予
想
震
度
４
以
上
）

②
地
震
情
報（
震
度
４
以
上
）

③
津
波
情
報（
大
津
波
警
報
、津
波

警
報
）

④
気
象
情
報（
指
定
河
川
洪
水
予

報
、土
砂
災
害
警
戒
情
報
、記
録

的
短
時
間
大
雨
情
報
、特
別
警

報
）

⑤
国
民
保
護
情
報（
ゲ
リ
ラ
攻
撃
、

特
殊
部
隊
攻
撃
、航
空
攻
撃
、弾

道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
、大
規
模
テ

ロ
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

有
事
の
際
に
緊
急
情
報
を
瞬
時
に
伝
達

緊急情報を受信した町の防災行政
無線が自動起動し、屋外拡声子局
などにより情報を伝達します

内閣官房や気象庁が緊急
事態を把握し、消防庁に伝
達します

消防庁が市町村へ人工衛
星を通じて、緊急情報を
送信します

武力攻撃情報など

津波情報・緊急地震速報など

内閣官房

人工衛星

防災行政無線
消 防 庁

氷川町役場

気 象 庁

Ｊアラートによる情報伝達の流れ

 

緊
急
地
震
速
報

 

気
象
情
報

 

（
特
別
警
報
）

 

国
民
保
護
情
報

 

津
波
情
報

 

気
象
情
報

 

（
土
砂
災
害
警
戒
情
報
）

 

地
震
情
報

 

（
震
度
速
報
）

　

緊
急
地
震
速
報
は
、震
源
に
近

い
観
測
点
で
地
震
を
検
知
し
、直

ち
に
震
源
や
地
震
の
規
模
、各
地
の

震
度
な
ど
を
推
定
し
、大
き
な
揺

れ
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る

情
報
で
す
。

　

数
十
年
に
一
度
の
規
模
の
大
雨
、

暴
風
、高
潮
、波
浪
、暴
風
雪
、大
雪

が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
発
表
さ
れ

ま
す
。

　

ゲ
リ
ラ
攻
撃
、弾
道
ミ
サ
イ
ル

攻
撃
な
ど
の
武
力
攻
撃
や
大
規
模

テ
ロ
な
ど
か
ら
国
民
を
保
護
す
る

た
め
の
情
報
で
す
。

　

震
度
４
以
上
の
地
震
の
後
に
は
、

気
象
庁
が
県
内
で
定
め
た
区
域
に

応
じ
て
震
度
速
報
が
自
動
的
に
放

送
さ
れ
ま
す
。

放
送
が
流
れ
た
と
き
は

放
送
が
流
れ
た
と
き
は

◆
海
岸
付
近
に
い
る
と
き

・
直
ち
に
海
岸
か
ら
離
れ
、素
早

く
近
く
の
高
台
か
避
難
場
所
に

避
難
す
る
。

放
送
が
流
れ
た
と
き
は

◆
土
砂
災
害
危
険
箇
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
地
域
、崖
の
近
く
に

住
ん
で
い
る
と
き

・
早
め
に
安
全
な
場
所
に
避
難
す

る
。ま
た
、速
や
か
に
避
難
場
所

に
避
難
で
き
る
よ
う
日
頃
か
ら

持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て
お
く
。

放
送
が
流
れ
た
と
き
は

　

ま
ず
は
決
し
て
慌
て
ず
に
周
囲

の
状
況
や
避
難
勧
告
の
情
報
な
ど

に
注
意
を
し
な
が
ら
、す
ぐ
に
避
難

所
に
避
難
し
ま
す
。

　

外
出
が
危
険
な
状
態
に
達
し
て

い
る
場
合
は
、無
理
を
せ
ず
に
家
の

中
の
安
全
な
場
所
に
と
ど
ま
っ
て

く
だ
さ
い
。

放
送
が
流
れ
た
と
き
は

　

屋
内
に
い
る
場
合
は
、ド
ア
や
窓

を
全
て
閉
め
、そ
れ
ら
か
ら
離
れ
、

屋
外
に
い
る
場
合
は
ビ
ル
な
ど
の

丈
夫
な
建
物
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど

に
よ
り
、情
報
収
集
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

　

強
い
揺
れ
に
備
え
て
、速
や
か
に

安
全
の
確
保
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
屋
内
に
い
る
と
き

・
頭
を
保
護
し
、丈
夫
な
机
の
下

な
ど
に
隠
れ
る

・
慌
て
て
外
へ
飛
び
出
さ
な
い

・
そ
の
場
で
火
を
消
せ
る
場
合
は

火
の
始
末
を
す
る

◆
屋
外
に
い
る
と
き

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
、自
動
販
売

機
の
転
倒
な
ど
に
注
意
す
る

・
看
板
や
ガ
ラ
ス
の
落
下
に
注
意

し
、ビ
ル
の
そ
ば
か
ら
離
れ
る

◆
山
や
崖
の
近
く
に
い
る
と
き

・
落
石
や
崖
崩
れ
に
注
意
す
る

放
送
内
容

（
ピ
ロ
ン
ポ
ロ
ー
ン
）

緊
急
地
震
速
報
。大
地
震
で
す
。

大
地
震
で
す
。（
３
回
）

（
チ
ャ
イ
ム
）

放
送
内
容

○
大
雨
特
別
警
報

（
チ
ャ
イ
ム
）大
雨
特
別
警
報
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。周
囲
の
状
況

を
見
て
、避
難
行
動
を
と
っ
て
く

だ
さ
い
。（
チ
ャ
イ
ム
）

○
暴
風
・
高
潮
・
波
浪
・
暴
風
雪
・

大
雪
の
特
別
警
報

（
チ
ャ
イ
ム
）気
象
の
特
別
警
報

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。周
囲
の
状

況
を
見
て
、避
難
行
動
を
と
っ
て

く
だ
さ
い（
チ
ャ
イ
ム
）

放
送
内
容

○
ゲ
リ
ラ
攻
撃
情
報

（
国
民
保
護
サ
イ
レ
ン
10
秒
）ゲ

リ
ラ
攻
撃
情
報
。ゲ
リ
ラ
攻
撃
情

報
。当
地
域
に
ゲ
リ
ラ
攻
撃
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。屋
内
に
避
難

し
、テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。（
３
回
）（
チ
ャ
イ
ム
）

○
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
情
報

（
国
民
保
護
サ
イ
レ
ン
10
秒
）ミ

サ
イ
ル
発
射
情
報
。ミ
サ
イ
ル
発

射
情
報
。当
地
域
に
着
弾
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。屋
内
に
避
難

し
、テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。（
３
回
）（
チ
ャ
イ
ム
）

放
送
内
容

（
チ
ャ
イ
ム
）

震
度
○
の
地
震
が
発
生
し
ま
し

た
。火
の
始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
付
け
、落
ち

着
い
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。（
３

回
）（
チ
ャ
イ
ム
）

放
送
内
容

○
大
津
波
警
報

（
サ
イ
レ
ン
３
秒
吹
鳴
２
秒
停
止

×
３
回
）

大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。海
岸
付
近
の
方
は
高
台
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。（
チ
ャ
イ
ム
）

○
津
波
警
報

（
サ
イ
レ
ン
５
秒
吹
鳴
６
秒
停
止

×
２
回
）

津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

海
岸
付
近
の
方
は
高
台
に
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。（
３
回
）

放
送
内
容

○
土
砂
災
害
警
戒
情
報

（
チ
ャ
イ
ム
）

た
だ
い
ま
、氷
川
町
に
土
砂
災
害

警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
の
情
報
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。（
３
回
）

（
チ
ャ
イ
ム
）

（
土
砂
災
害
警
戒
情
報
）
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平成２６年度氷川町人権作品優秀作品

「
氷
川
町
人
権
啓
発
作
品
」募
集

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

１
．趣　

旨

①
町
民
の
人
権
に
つ
い
て
の
意
識
を

高
め
ま
す

②
応
募
作
品
の
展
示
や
発
表
を
通

し
て
、町
民
へ
の
人
権
啓
発
を
図

り
ま
す

２
．主　

催

　

氷
川
町
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

３
．対　

象

①
児
童
・
生
徒
の
部

　

氷
川
町
内
の
小
学
校
、中
学
校

に
通
学
し
て
い
る
児
童
生
徒

②
一
般
の
部

　

①
を
除
く
氷
川
町
に
お
住
ま
い
の
人

４
．周　

知

　

児
童
・
生
徒
の
部
は
、各
学
校
へ

募
集
案
内
に
よ
り
周
知
。

　

一
般
の
部
は
、町
広
報
誌
お
よ
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
周
知
。

５
．作
品
の
内
容

〈
人
権
に
関
す
る
内
容
〉

①
部
落
差
別
と
人
権
、子
ど
も
と

人
権
、障
が
い
者
と
人
権
、高
齢

者
と
人
権
、女
性
と
人
権
、い
じ

め
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題

②
命
の
尊
さ
や
大
切
さ（
戦
争
と

平
和
、環
境
な
ど
）

③
暮
ら
し
や
身
の
回
り
の
体
験
や

出
来
事（
学
校
・
家
庭
・
地
域
の

こ
と
な
ど
）

④
自
分
の
進
路
、生
き
方

⑤
男
女
で
築
く
豊
か
な
社
会

⑥
そ
の
他

６
．応
募
部
門

　

人
権
に
関
す
る
作
品
で
未
発
表

の
も
の
、１
人
各
部
門
を
通
じ
て
１

点
の
み
に
限
り
ま
す
。

７
．応
募
期
限
と
提
出
先

・
応
募
期
限
９
月
４
日
㈮（
厳
守
）

・
提
出
先　

総
務
課

８
．審　

査

①
各
部
門
か
ら
各
学
年
・
一
般
３

点
ず
つ
選
出
し
、入
選
作
品
と

し
ま
す（
た
だ
し
、入
選
作
品
が

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

②
入
選
作
品
か
ら
各
部
門
で
各
学

年
・一
般
１
点
を
優
秀
作
品
と
し

て
選
出
し
、残
り
の
作
品
を
佳

作
と
し
ま
す

③
優
秀
作
品
者
に
は
、記
念
品
を

贈
り
表
彰
し
ま
す

④
全
応
募
者
に
参
加
賞
を
贈
呈
し

ま
す（
た
だ
し
、こ
の
応
募
実
施

要
項
を
満
た
す
応
募
者
に
限
り

ま
す
）

⑤
原
則
と
し
て
、応
募
作
品
は
返

却
し
ま
せ
ん
。た
だ
し
、学
校
経

由
の
応
募
作
品
に
つ
い
て
は
、学

校
を
経
由
し
て
年
度
末
ま
で
に

返
却
し
ま
す

９
．作
品
の
発
表
お
よ
び
使
用

　

入
選
作
品
は
、次
の
と
お
り
、人

権
啓
発
に
関
す
る
広
報
な
ど
に
お

い
て
、発
表
お
よ
び
使
用
し
ま
す
。

①
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

②
各
小
中
学
校
お
よ
び
人
権
啓
発

集
会
や
講
演
会
会
場
な
ど
で
の

展
示

③
懸
垂
幕
、看
板
、の
ぼ
り
な
ど
で

の
掲
示

※
な
お
、応
募
作
品
の
著
作
権
は
、

主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。発
表

お
よ
び
使
用
す
る
際
に
原
案
を

編
集
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

10
．作
品
の
応
募
に
つ
い
て

◆
応
募
方
法

《
児
童
・
生
徒
の
部
》

　

応
募
に
つ
い
て
は
、各
学
校
を
通

し
て
の
応
募
と
な
り
ま
す
。

《
一
般
の
部
》

　

作
品
に
は
住
所
、氏
名
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。標
語
・
書
道
作
品

の
場
合
は
表
面
に
、ポ
ス
タ
ー
作
品

の
場
合
は
裏
面
に
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

※
氏
名
は
提
出
さ
れ
た
表
記
で
発

表
し
ま
す
。

◆
注
意
事
項

・
氏
名
を
発
表
し
ま
す
の
で
、匿
名
、

仮
名
作
品
は
認
め
ま
せ
ん
。

・
作
品
に
つ
い
て
は
人
権
を
侵
さ

な
い
よ
う
に
配
慮
し
、確
認
の
上
、

推
敲
お
よ
び
清
書
し
、そ
の
ま

ま
載
せ
て
よ
い
状
態
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
応
募
先

　

総
務
課 

行
政
係

　

☎
52･

７
１
１
１

　

FAX 

52･

３
９
３
９

① 標　　語 Ａ４サイズの用紙に記入

② 書　　道

「じんけん」「人権」「人権啓発」など（必ず
清書用紙）

「差別をなくそう」など（必ず小型条幅用紙）
※題名以外でも人権に関するものであれば可

③ ポスター 四つ切サイズ

【会長賞】　またあした　みんなとえがおで　あいたいな
竜北東小2年　緒方みるさん（吉本）

【副会長賞】　いつだって　仲間がいるよ　すぐそばに
竜北東小6年　木村颯馬くん（反甫）

【副会長賞】
氷川中2年　松田 小雪さん（今）

【
副
会
長
賞
】

宮
原
小
３
年　

岡 

和
海
さ
ん（
西
上
宮
）

標 語 の 部

書 道 の 部 ポスター の 部

　

妊
婦
が
妊
娠
の
前
半
期（
20
週
ご
ろ
ま
で
）に
風
し
ん
に
感
染
す
る

と
、赤
ち
ゃ
ん
が
目
や
耳
、心
臓
な
ど
に
障
が
い
を
も
っ
て
生
ま
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す（
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
）。

　

妊
娠
・
出
産
を
考
え
て
い
る
女
性
は
事
前
に
風
し
ん
の
予
防
が
大

切
で
す
。風
し
ん
抗
体
検
査
お
よ
び
風
し
ん
予
防
接
種
に
対
し
一
部
助

成
を
行
い
ま
す
の
で
、ご
希
望
さ
れ
る
人
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

風
し
ん
抗
体
検
査
お
よ
び
予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

予
防
接
種
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す

熊
本
県
風
し
ん
抗
体
検
査
事
業

 

大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種

　

熊
本
県
で
は
無
料
で
風
し
ん
抗

体
検
査
を
行
っ
て
お
り
、検
査（
採

血
）で
風
し
ん
に
対
す
る
免
疫（
抗

体
）を
持
っ
て
い
る
か
調
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、風
し
ん
の
抗
体
価
が
低

い
人
に
対
し
て
風
し
ん
予
防
接
種

費
用
の
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

ご
希
望
さ
れ
る
人
は
、事
前
に
健

康
福
祉
課
ま
た
は
宮
原
振
興
局
で

お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対　

象

①
熊
本
県
風
し
ん
抗
体
検
査
事
業

に
お
い
て
、予
防
接
種
が
必
要

と
判
断
さ
れ
た
人

②
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
女
性
で
、

過
去
の
風
し
ん
抗
体
検
査
に
お

い
て
、Ｈ
Ｉ
法
で
16
倍
以
下
ま

た
は
Ｅ
Ｉ
Ａ
法
で
８
・０
倍
未

満
の
人（
妊
娠
の
経
験
が
あ
る
人

は
妊
娠
中
の
抗
体
検
査
結
果
で

確
認
で
き
ま
す
）

※
次
の
人
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

・
定
期
の
予
防
接
種
対
象
者（
１

歳
～
２
歳
未
満
児
お
よ
び
保
育

園
幼
稚
園
の
年
長
児
）

・
妊
娠
中
お
よ
び
妊
娠
し
て
い
る

可
能
性
の
あ
る
女
性

・
過
去
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受

け
た
後
、風
し
ん
の
予
防
接
種

を
受
け
た
人

・
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る

人
◆
実
施
場
所

　

各
医
療
機
関（
指
定
は
あ
り
ま

せ
ん
）

◆
対　

象

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ
の

配
偶
者
な
ど
の
同
居
者

②
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い（
Ｈ
Ｉ

抗
体
検
査
で
16
倍
以
下
）妊
婦

◆
実
施
期
間

　

平
成
28
年
３
月
10
日
ま
で

◆
助
成
金
額
お
よ
び
接
種
回
数

　

１
人
１
回
、６
千
円
を
上
限
に

助
成
し
ま
す（
６
千
円
を
超
え
た

分
は
自
己
負
担
）。

◆
接
種
申
込
お
よ
び
請
求
先

　

健
康
福
祉
課
ま
た
は
宮
原
振
興

局
総
務
振
興
課

◆
接
種
費
用
の
請
求
書
提
出
期
限

　

平
成
28
年
３
月
10
日
ま
で

◆
注
意
事
項

①
こ
の
予
防
接
種
は「
任
意
接
種
」

で
法
律
上
の
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
。接
種
を
希
望
す
る
人
に
対

し
て
、接
種
費
用
の
助
成
を
行
い

ま
す
。接
種
を
受
け
る
か
ど
う
か

は
、接
種
医
と
ご
相
談
の
上
、ご

自
身
で
判
断
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
妊
婦
へ
の
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。

女
性
が
接
種
を
希
望
す
る
際
は

妊
娠
し
て
い
な
い
こ
と
を
必
ず

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

③
女
性
が
接
種
し
た
場
合
は
、接

種
後
２
カ
月
は
妊
娠
を
避
け
て

く
だ
さ
い
。

④
請
求
書
な
ど
の
必
要
書
類
は
予

防
接
種
お
申
し
込
み
の
際
に
窓

口
で
お
渡
し
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

健
康
福
祉
課 

保
健
予
防
係

　

☎
52
・５
８
５
２（
直
通
）

の
配
偶
者
な
ど
の
同
居
者（
抗

体
検
査
申
し
込
み
に
は
、母
子

健
康
手
帳
の
コ
ピ
ー
な
ど
抗
体

検
査
の
結
果
が
分
か
る
書
類
が

必
要
）

※
過
去
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
人
、風
し
ん
の

予
防
接
種
歴
が
あ
る
人
、風
し

ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人

は
対
象
外
で
す
。

◆
実
施
期
間

　

平
成
28
年
２
月
29
日
ま
で

◆
お
申
し
込
み
先

　

八
代
保
健
所
、健
康
福
祉
課
ま

た
は
宮
原
振
興
局
総
務
振
興
課

※
詳
し
く
は
熊
本
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
代
保
健
所 

保
健
予
防
課

　

☎
33
・３
２
２
９
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児
童
扶
養
手
当
制
度

ご
存
じ
で
す
か
？

 

児
童
扶
養
手
当
と
は

　

ひ
と
り
親
家
庭
や
、父
母
が
い
な

い
た
め
父
母
以
外
の
人
が
児
童
を

養
育
す
る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と

自
立
を
支
援
し
、児
童
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

◆
受
給
資
格
者

　

次
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
18

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で（
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
、ま
た
は
同
等
の
障
が
い

の
状
態
に
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）

の
児
童
に
つ
い
て
、①
監
護
し
て
い

る
母
、②
監
護
し
て
生
計
を
同
じ

く
す
る
父
、③
父
母
に
代
わ
っ
て
そ

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
養
育
者

で
す
。

【
支
給
要
件
】

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い

（
国
民
年
金
の
障
害
等
級
１
級

程
度
）の
状
態
に
あ
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
児
童

・
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

◆
支
払
期
間
お
よ
び
支
払
日

　

上
の
表
の
と
お
り
、原
則
と
し
て
、

毎
年
４
月
、８
月
、12
月
に
そ
れ
ぞ

れ
の
前
月
分
ま
で
の
、４
カ
月
分
の

手
当
を
支
給
し
ま
す
。

◆
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

　

受
給
資
格
者
の
前
年（
１
月
分

か
ら
７
月
分
は
前
々
年
）の
所
得

額
に
、養
育
費
の
８
割
相
当
額
を

加
算
し
た
額
が
、所
得
制
限
限
度

額
以
上
で
あ
る
場
合
は
、手
当
額
の

全
部
ま
た
は
一
部
が
支
給
停
止
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、扶
養
義
務
者（
受
給
資
格

者
の
配
偶
者
、生
計
同
一
の
直
系
血

族
お
よ
び
兄
弟
姉
妹
）の
所
得
額

が
所
得
制
限
限
度
額
以
上
で
あ
る

場
合
は
、全
額
支
給
停
止
と
な
り

ま
す
。

公
的
年
金
給
付
な
ど
と
の
併
給

　

以
前
は
受
給
資
格
者
や
対
象
児

童
が
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
で
き

る
場
合
に
は
児
童
扶
養
手
当
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、平
成
26

年
12
月
か
ら
公
的
年
金
な
ど
を
受

給
し
て
い
る
場
合
で
も
、受
給
額
が

児
童
扶
養
手
当
の
額
よ
り
低
い
場

合
に
は
、差
額
分
の
手
当
が
受
給
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

・
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
Ｄ

Ｖ（
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
）保
護

命
令
を
受
け
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引

き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
児
童

・
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た

児
童

・
児
童
を
懐
胎
し
た
と
き
の
事
情

が
不
明
で
あ
る
児
童

※
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
て
も
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

・
受
給
資
格
者
ま
た
は
対
象
児
童
が

日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い

・
対
象
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ

て
い
る

・
対
象
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な

ど
に
入
所
し
て
い
る

・
対
象
児
童
が
父
ま
た
は
母
の
配

偶
者（
事
実
婚
と
同
様
の
事
情

を
含
む
）に
養
育
さ
れ
て
い
る

・
対
象
児
童
が
受
給
者
で
な
い
父

ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
る（
父
ま
た
は
母
が
障
が
い

の
状
態
の
と
き
を
除
く
）

の
状
態
の
と
き
を
除
く
）

児童数  全部支給額（月額） 一部支給額（月額）※10 円単位で設定
1 人 42,000 円 41,990 円～ 9,910 円

2 人目 5,000 円を加算

3 人目以降 1 人につき 3,000 円を加算

支払期間 支払日
12 ～  3 月分 4 月 11 日

4 ～  7 月分 8 月 11 日

8 ～ 11 月分 12 月 11 日

 扶養親族
の数

受給資格者本人 配偶者および
扶養義務者全部支給 一部支給

0 人 19 万円 192 万円 236 万円

1 人 57 万円 230 万円 274 万円

2 人 95 万円 268 万円 312 万円

3 人 133 万円 306 万円 350 万円

4 人 171 万円 344 万円 388 万円

5 人目以降 1 人増えるごとに 38万円 加算

※金融機関が休業日の場合は、直前の
休業日でない日が支払日になります。

児
童
扶
養
手
当
の
認
定
請
求

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出

　

認
定
請
求
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

事
前
に
支
給
要
件
に
該
当
す
る
か

ど
う
か
の
確
認
を
行
い
、必
要
な
書

類
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、請
求
時
に
必
要
と
な
る

書
類
は
、支
給
要
件
や
世
帯
の
状

況
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

８
月
は
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

の
提
出
月
で
す
。対
象
者
に
は
現
況

届
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、必
要

書
類
と
一
緒
に
８
月
14
日
㈮
ま
で

に
、町
民
環
境
課
ま
た
は
宮
原
振

興
局
総
務
振
興
課
へ
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。現
況
届
の
提
出
が
な
い

と
、８
月
分
以
降
の
手
当
の
支
給

が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
、ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、婚
姻
、公
的
年
金
な
ど
の

受
給
や
額
改
定
、転
居
、同
居
者
の

変
更
な
ど
、受
給
資
格
や
手
当
額

な
ど
に
関
係
す
る
異
動
が
あ
る
場

合
は
、お
早
め
に
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。遅
れ
る
と
余
分
に
払
わ
れ
た

手
当
の
返
還
が
生
じ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

町
民
環
境
課　

町
民
環
境
係

　

☎
52
・５
８
５
１（
直
通
）

 

臨
時
福
祉
給
付
金
の

 

支
給
対
象
者
・
支
給
額

 

臨
時
福
祉
給
付
金
の

 

申
請
手
続
き

◆
支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
度
分
の
住
民
税
の
均

等
割
が
課
税
さ
れ
な
い
人（
た
だ
し
、

課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
場
合
や
、生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
場
合
を
除
く
）

◆
支
給
額

　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き

　

６
千
円

※
今
年
度
加
算
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
先
は
、

基
準
日（
平
成
27
年
１
月
１
日
）に

お
い
て
、住
民
登
録
が
さ
れ
て
い
る

市
区
町
村
で
す
。

　

支
給
対
象
と
な
る
人
に
は
、臨

時
福
祉
給
付
金
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
。

　

６
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、昨
年
４
月
の
消
費
税
引
き
上

げ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、所
得
の
低
い
人
に
対
し
、暫
定
的
・
臨
時

的
な
措
置
と
し
て「
臨
時
福
祉
給
付
金
」の
支
給
を
今
年
度
も
行
い
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
受
付
開
始

消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
暫
定
・
臨
時
的
な
措
置

　

７
月
19
日
、静
岡
県
西
伊
豆
町

に
お
い
て
、鳥
獣
被
害
対
策
の
た
め

に
設
置
さ
れ
て
い
た
電
気
柵
の
近

く
で
、感
電
し
死
傷
す
る
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

氷
川
町
内
に
お
い
て
も
、野
生
動

物
の
田
畑
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、

電
気
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

電
気
柵
を
見
か
け
た
ら
、む
や
み
に

電
線
に
触
れ
た
り
、子
ど
も
が
近
づ

か
な
い
よ
う
に
ご
注
意
を
お
願
い

し
ま
す
。

電
気
柵
の
設
置
者
は
安
全
対
策
を

　

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止

の
た
め
、電
気
柵
を
設
置
す
る
人
は
、

電
気
事
業
法
の
ほ
か
関
係
法
令
に

基
づ
き
、火
災
や
感
電
の
恐
れ
の
な

い
よ
う
次
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

鳥
獣
被
害
対
策
用
電
気
柵
に
ご
注
意
を

　

基
準
日
の
翌
日
以
降
に
氷
川
町

に
転
入
さ
れ
た
人
は
、基
準
日
に
住

民
登
録
を
さ
れ
て
い
た
市
区
町
村

が
申
請
先
と
な
り
ま
す
の
で
、詳
し

く
は
転
入
前
の
市
区
町
村
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
場
所

・
氷
川
町
役
場
臨
時
福
祉
給
付
金

申
請
受
付
窓
口

・
宮
原
振
興
局
総
務
振
興
課

◆
受
付
期
間

　

８
月
３
日
㈪
～
平
成
28
年
２
月

３
日
㈬

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

◆
申
請
時
に
必
要
な
も
の

①
臨
時
福
祉
給
付
金
申
請
書

②
認
印（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

③
通
帳

④
本
人
確
認
の
書
類

※
支
給
対
象
者
本
人
を
確
認
で
き

る
書
類（
運
転
免
許
証
・
健
康
保

険
証
・
写
真
付
き
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
な
ど
）世
帯
で
申
請

さ
れ
る
場
合
は
、支
給
対
象
者

全
員
分
が
必
要
で
す
。

 

給
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
を

　

給
付
を
装
っ
た「
振
り
込
め
詐

欺
」や「
個
人
情
報
の
詐
取
」に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

市
区
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど

が
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
の
た

め
に
次
の
よ
う
な
こ
と
を
求
め
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

○
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
、お
金
を

振
り
込
ん
で
も
ら
う
こ
と

○
支
給
の
た
め
に
手
数
料
な
ど
の

振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と

○
世
帯
構
成
や
銀
行
口
座
の
番
号

な
ど
の
個
人
情
報
を
照
会
す
る

こ
と

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

健
康
福
祉
課　

福
祉
係

　

☎
52
・５
８
５
２（
直
通
）

①
電
気
柵
の
電
気
を
30
ボ
ル
ト
以

上
の
電
源(

コ
ン
セ
ン
ト
用
の
交

流
１
０
０
ボ
ル
ト
な
ど)

か
ら
供

給
す
る
と
き
は
、電
気
用
品
安

全
法
の
適
用
を
受
け
る
電
源
装

置(

電
気
用
品
安
全
法
の
技
術

基
準
を
満
た
す
、電
柵
用
電
源

装
置)

を
使
用
す
る
こ
と

②
①
の
場
合
に
お
い
て
、公
道
沿
い

な
ど
の
、人
が
容
易
に
立
ち
入
る

場
所
に
設
置
す
る
場
合
は
、危

険
防
止
の
た
め
、15
㍉
ア
ン
ペ
ア

以
上
の
漏
電
が
起
こ
っ
た
と
き

に
０
・１
秒
以
内
に
電
気
を
遮

断
す
る
漏
電
遮
断
器
を
設
置
す

る
こ
と

③
電
気
柵
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、

周
囲
の
人
が
容
易
に
視
認
で
き

る
位
置
や
間
隔
、見
や
す
い
文

字
で
危
険
表
示
を
行
う
こ
と

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
業
振
興
課
農
産
係

　

☎
52
・５
８
５
４（
直
通
）

▲設置された電気柵

▲危険表示
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竜
北
東
小
で
平
和
学
習
授
業

ヒ
マ
ワ
リ
で
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

ふ
れ
あ
い
大
学
開
講
式

氷
川
町
ふ
れ
あ
い
卓
球
大
会

も
ち
米
の
学
校
で
田
植
え

水
難
事
故
防
止
祈
願
祭

熊
本
県
と
税
の
併
任
徴
収
協
定
を
締
結

吉
野
梨（
幸
水
）初
選
果

平
和
と
命
の
大
切
さ
学
ぶ

ヒ
マ
ワ
リ
い
っ
ぱ
い
咲
い
た
よ

大
学
生
活
新
た
に
ス
タ
ー
ト

卓
球
で
交
流
深
め
る

も
ち
米
の
学
校
開
校

事
故
の
無
い
夏
を
祈
っ
て

公
平
化
目
指
し
税
徴
収
強
化
へ

特
産
吉
野
梨
出
荷
開
始

　

６
月
13
日
、竜
北
東
小
学
校
に
お
い
て
、

戦
争
体
験
談
を
通
し
て
平
和
や
命
の
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、平
和
学
習
授
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
高
・
低
学
年
に
分
か
れ
、山
下

武
さ
ん（
町
）、長
尾
欣
子
さ
ん（
北
鹿
野
）

の
お
二
人
の
戦
争
体
験
を
聞
き
ま
し
た
。

　

山
下
さ
ん
は
戦
時
中
の
教
育
や
特
攻
隊

と
し
て
亡
く
な
っ
た
兄
の
話
、長
尾
さ
ん
は

ラ
ミ
ー
と
呼
ば
れ
る
繊
維
植
物
を
供
出
す

る
た
め
皮
を
剥
い
だ
体
験
な
ど
を
話
さ
れ
、

児
童
ら
は
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
代
表
の
橋
口
怜
衣
さ
ん（
法
道
寺
）

は「
戦
争
を
体
験
し
た
皆
さ
ん
の
思
い
を
受

け
止
め
、平
和
な
世
の
中
を
守
っ
て
い
き
ま

す
」と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

７
月
２
日
、竜
北
東
小
学
校
に
お
い
て
、

花
育
活
動
の
一
環
で
育
て
た
ヒ
マ
ワ
リ
を

使
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

５
月
に
種
を
植
え
た
ヒ
マ
ワ
リ
は
、児
童

ら
の
水
や
り
や
草
取
り
な
ど
の
頑
張
り
に

よ
っ
て
、色
鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ
色
に
元
気

に
成
長
。こ
の
日
の
朝
、花
き
協
会
八
代
支

部
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
収
穫
さ
れ
、児
童
ら

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
先
生

の
指
導
で
、ヒ
マ
ワ
リ
の
葉
や
茎
を
切
り
、

配
置
を
考
え
な
が
ら
思
い
思
い
に
飾
り
付

け
、作
品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

よ
り
き
れ
い
な
姿
と
な
っ
た
ヒ
マ
ワ
リ
は

家
族
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
26
日
、氷
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、平
成
27
年
度
ふ
れ
あ
い
大
学
開
講
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
大
学
は
、高
齢
者
の
生
き
が
い

と
豊
か
な
社
会
生
活
を
築
く
こ
と
を
目
的

と
し
た
講
座
で
、バ
ス
ハ
イ
ク
や
体
育
祭
を

含
む
計
10
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

記
念
公
演
で
は
、玉
名
で
活
動
す
る
ア
マ

チ
ュ
ア
劇
団
と
人
気
お
笑
い
コ
ン
ビ「
も
っ

こ
す
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る「
よ
し
も
と
玉
名
イ
チ
ゴ
劇
団
」の
ス

テ
ー
ジ
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

公
演
で
は
笑
い
が
溢
れ
、学
級
長
の
直
江

雅
志
さ
ん（
下
宮
）は「
久
々
に
熊
本
弁
の
劇

を
見
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

７
月
５
日
、竜
北
体
育
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、第
９
回
氷
川
町
ふ
れ
あ
い
卓
球
大
会

（
氷
川
卓
球
ク
ラ
ブ
主
催
）が
行
わ
れ
、中

学
生
を
含
む
初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
35

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ダ
ブ
ル
ス
形
式
で
行
わ
れ
た
試
合
で
は
、

好
プ
レ
ー
や
熱
戦
の
連
続
に
盛
り
上
が
り

を
見
せ
、世
代
を
超
え
た
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

・
Ａ
ク
ラ
ス　

優
勝

　

平
逸
郎（
町
）

　

清
田
智
加
子（
今
）

・
Ｂ
ク
ラ
ス　

優
勝

　

山
下
良
一（
法
道
寺
）

　

小
島
洋
子（
新
村
北
）

　

６
月
28
日
、も
ち
米
の
学
校
が
行
わ
れ
、

一
般
参
加
者
と
ダ
ー
ナ
保
育
園
園
児
ら
約

１
１
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、ひ
か
わ
ツ
ー
リ
ズ
ム
ク
ラ
ブ
が

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、田
植
え
な
ど
の

農
業
体
験
を
通
し
て「
農
業
へ
の
理
解
」と

「
食
の
大
切
さ
」を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅「
竜
北
」裏
の
圃
場
で
行
わ
れ
た

田
植
え
で
は
、園
児
ら
は
田
ん
ぼ
の
感
触
に

驚
く
表
情
を
見
せ
な
が
ら
も
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、一
つ
一
つ
丁

寧
に
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、昼
食
で
は
も
ち
米
を
使
っ
た
料
理

が
振
る
舞
わ
れ
、町
特
産
品
に
触
れ
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
10
日
、熊
野
座
神
社（
立
神
地
区
）

に
お
い
て
、水
難
事
故
防
止
祈
願
祭
が
行

わ
れ
、四
宮
和
明
観
光
物
産
協
会
会
長
を

は
じ
め
約
20
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

祈
願
祭
に
あ
た
り
、四
宮
会
長
は「
我
々

は
自
然
の
恐
ろ
し
さ
も
痛
感
し
て
い
る
。事

故
防
止
を
祈
願
し
、安
心
し
て
立
神
峡
を

満
喫
し
て
も
ら
い
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

神
事
で
は
神
職
に
よ
る
清
祓
の
儀（
き
よ

は
ら
い
の
ぎ
）が
行
わ
れ
た
後
、事
故
防
止

を
祈
願
し
、関
係
者
ら
に
よ
り
玉
串
が
捧

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
は
、鏡
消
防
署
職
員
に
よ
る

河
川
増
水
時
の
水
面
救
助
訓
練
も
行
わ
れ
、

隊
員
の
頼
も
し
い
姿
が
注
目
を
集
め
ま
し

た
。

　

７
月
１
日
、役
場
庁
議
室
に
お
い
て
、氷

川
町
と
熊
本
県
に
よ
る
税
の
併
任
徴
収
協

定
の
締
結
が
行
わ
れ
、町
長
か
ら
熊
本
県

県
南
広
域
本
部
職
員
９
人
に
対
し
て
辞
令

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
と
県
が
協
力
し
、個
人
住
民
税
や
他

の
町
税
の
税
収
と
徴
収
技
術
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、町
が
行
う
税
徴
収
業
務
の
強

化
と
共
に
、熊
本
県
県
南
広
域
本
部
職
員

が
市
町
村
職
員
の
身
分
で
、差
し
押
さ
え
や

公
売
な
ど
の
業
務
、町
の
徴
収
業
務
内
容
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
、併
任
徴
収
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

７
月
14
日
、吉
野
果
実
選
果
場
に
お
い

て
、吉
野
梨（
幸
水
）の
初
選
果
が
行
わ
れ
、

今
年
産
梨
の
シ
ー
ズ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

今
年
の
選
果
は
、例
年
よ
り
も
５
日
ほ

ど
早
く
、こ
の
日
は
生
産
者
よ
り
持
ち
込
ま

れ
た
幸
水
約
４
０
０
㌔
が
全
国
に
向
け
て

出
荷
さ
れ
ま
し
た
。今
後
、豊
水
、あ
き
づ

き
、新
高
と
10
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
出
荷
が

続
き
、９
月
に
は
、12
回
目
と
な
る
台
湾
輸

出
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
竜
北
果
樹
部
会
梨
部
の

髙
野
裕
介
部
長（
中
大
野
）は「
９
月
に
は

梨
マ
ラ
ソ
ン
大
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。特
産

の
吉
野
梨
を
ぜ
ひ
食
べ
て
く
だ
さ
い
。」と

話
さ
れ
ま
し
た
。

▲体験談を話す長尾さん（右）▲きれいに色付いたヒマワリを飾り付ける児童

▲笑いが溢れたステージ公演▲交流深め、笑顔で集合写真

▲田んぼの感触にびっくり！▲神職による清祓の儀

▲滞納減少を期待し辞令交付▲一つ一つ丁寧に選果
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昨
年
６
月
か
ら
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
る
、氷
川

町
出
身
の
松
浦
伸
哉
さ
ん（
西
網
道
）か
ら
活
動
報
告
が
届
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の

活
動
報
告

海
外
に
飛
び
立
ち
活
躍

サ
モ
ア
で
小
学
校
の

理
科
と
算
数
の
教
育
向
上
を
支
援

着
任
後
の
１
年
間
を
振
り
返
っ
て

　

南
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
常
夏
の
島

「
サ
モ
ア
」に
派
遣
さ
れ
て
、１
年

以
上
が
経
ち
ま
し
た
。サ
バ
イ
イ
島

に
あ
る
サ
レ
ラ
バ
ル
村
の
小
学
校

で
、理
科
と
算
数
の
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

サ
モ
ア
の
教
育
課
題
は
、理
科
・

算
数
の
基
礎
学
力
が
身
に
付
い
て

い
な
い
こ
と
で
す
。

　

こ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、子
ど

も
た
ち
に
解
答
や
知
識
を
与
え
る

だ
け
の
詰
め
込
み
型
の
指
導
方
法

が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。教
員
は
解
答
し
か
チ
ェ
ッ

ク
を
し
な
い
こ
と
が
多
く
、答
え
に

至
る
ま
で
の
過
程
は
軽
視
さ
れ
が

ち
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
’
自
分
の
頭
で
考
え

て
、答
え
を
見
つ
け
る
‘
こ
と
よ
り

も
、答
え
を
写
し
て
終
わ
ら
せ
る
子

ど
も
が
非
常
に
多
い
で
す
。

　

サ
モ
ア
の
小
中
高
等
学
校
で
は

理
科
・
算
数
の
理
解
度
不
足
が
共

通
問
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、基
礎
計
算
を
十
分
に
理

解
し
な
い
ま
ま
小
学
校
を
卒
業
す

る
生
徒
が
多
く
、そ
の
過
程
を
経

た
教
師
の
指
導
力
不
足
も
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

松
浦
さ
ん
は
、現
地
の
担
任
教

師
と
共
に
授
業
を
行
い
、教
師
に
効

果
的
な
教
授
法
を
助
言
す
る
こ
と

で
、現
地
教
師
の
理
数
科
能
力
改

善
と
生
徒
の
学
力
向
上
を
支
援
し

ま
す
。

　

こ
の
現
状
を
ど
う
に
か
打
破
し

よ
う
と
、他
の
学
校
で
活
動
し
て
い

る
小
学
校
隊
員
と
協
力
し
て
、サ

モ
ア
の
先
生
た
ち
を
対
象
に
し
た

研
究
授
業
に
今
年
度
か
ら
取
り
組

み
始
め
ま
し
た
。

　

詰
め
込
み
型
の
指
導
方
法
で
は

な
く
、子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
考

え
て
、自
分
な
り
の
答
え
が
見
つ

け
ら
れ
る
よ
う
な
授
業
を
紹
介
し
、

先
生
た
ち
の
授
業
力
向
上
へ
の
一
助

に
な
れ
ば
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
活
動
と
し
て
、配
属

先
の
小
学
校
で
授
業
参
観
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

サ
モ
ア
の
小
学
校
で
は
、授
業
参

観
が
行
わ
れ
て
い
る
学
校
は
少
な

く
、そ
も
そ
も
保
護
者
が
学
校
に

訪
れ
る
機
会
も
少
な
い
で
す
。

　

学
校
や
子
ど
も
た
ち
の
学
校
で

の
様
子
を
知
ら
な
い
保
護
者
が
多

い
た
め
、子
ど
も
た
ち
の
勉
強
に

対
す
る
関
心
が
低
い
の
が
現
状
で

す
。授
業
参
観
を
通
し
て
、地
域
の

人
々
と
学
校
を
つ
な
ぎ
、村
人
の
教

育
に
対
す
る
関
心
を
集
め
ら
れ
た

ら
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

サ
モ
ア
の
教
育
を
理
解
し
て
い

く
に
つ
れ
て
、日
本
の
学
校
教
育
の

良
さ
、そ
し
て
学
校
で
働
く
先
生
の

努
力
や
教
育
に
対
す
る
責
任
感
は

す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。こ
の
部

分
が
、サ
モ
ア
の
先
生
と
日
本
の
先

生
と
の
大
き
な
違
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。先
生
た
ち
の
遅
刻
・
欠
席
が

頻
繁
に
あ
っ
た
り
、授
業
中
に
も
関

わ
ら
ず
、他
の
先
生
と
お
し
ゃ
べ
り

を
す
る
た
め
に
授
業
が
無
く
な
っ

た
り
な
ど
、先
生
た
ち
の
教
師
と
し

て
の
責
任
感
が
問
わ
れ
る
よ
う
な

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
や
授
業
の
こ
と
に

つ
い
て
先
生
た
ち
と
話
し
た
り
、自

分
と
子
ど
も
た
ち
の
関
わ
り
方
や

授
業
を
見
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、少
し
で
も
教
師
と
い

う
職
業
に
対
す
る
責
任
感
を
よ
り

強
く
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
な
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

す
ぐ
に
は
目
に
見
え
る
変
化
は

な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、焦
ら
ず

に
、時
に
は
立
ち
止
ま
っ
て
振
り
返

り
な
が
ら
、で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ

ず
つ
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、先
生
た
ち
や
子
ど
も

た
ち
、そ
し
て
い
つ
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
村
人
た
ち
と
一
緒
に
、

サ
モ
ア
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の

流
れ
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

▲授業の様子

松
浦　

伸
哉
さ
ん（
西
網
道
）

▲大きな心と体を持つ
先生たちと一緒に

サモア独立国
　南太平洋の島国でウポル島とサバイ
イ島という２つの大きな島などで構成
されています。世界で最も早く日付が
変わる国の一つです。

公用語：サモア語、英語
首　都：アピア
面　積：2,944㎢（東京都の約1.3倍）
人　口：179,000人（2008年統計）

日 本

オーストラリア

サモア独立国

サバイイ島

ウポル島

全
国・九
州
大
会
出
場
者
激
励
会

出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

４
月
21
日
、６
月
16
日
、７
月
３
日
、役

場
庁
議
室
お
よ
び
町
長
室
に
お
い
て
、全

国
・
九
州
大
会
出
場
者
の
激
励
会
が
行
わ

れ
、藤
本
町
長
か
ら
出
場
選
手
へ
激
励
費
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
場
選
手
、大
会
な
ど
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
大
会
名
】

　

第
56
回
全
九
州
高
等
学
校

　

レ
ス
リ
ン
グ
競
技
大
会

【
出
場
選
手
名
】

　

玉
名
工
業
高
校

　

錦
戸　

祐
也
く
ん
（
３
年
・
中
大
野
）

　

島
田　
　

琉
く
ん
（
２
年
・
中
大
野
）

【
大
会
名
】

　

第
37
回
西
日
本
軟
式
野
球
大
会

【
出
場
チ
ー
ム
】

　

Ｓｕ
ｒｇ
ｅ
31
．Ｂ
Ｃ

【
出
場
選
手
名
】

　

東
雲　

雄
一
さ
ん
（
島
地
）

　

園
田　

将
希
さ
ん
（
法
道
寺
）

　

竹
岡　

秀
晃
さ
ん
（
河
原
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
大
会
名
】

　

第
24
回
全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会

【
出
場
選
手
名
】

　

岩
瀨　

礼
さ
ん
（
東
上
宮
）

　
（
別
府
大
学
１
年
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
大
会
名
】

　

九
州
小
学
生
４
年
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

【
出
場
チ
ー
ム
】

　

八
代
ジ
ュ
ニ
ア

【
出
場
選
手
名
】

　

梅
田
晴
太
朗
く
ん
（
宮
原
小
４
年
・
栫
）

　

梅
田
菜
々
花
さ
ん
（
宮
原
小
４
年
・
栫
）

【
大
会
名
】

　

第
60
回
全
九
州
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

総
合
選
手
権
大
会

【
出
場
チ
ー
ム
】

　

藤
球
会

【
出
場
選
手
名
】

　

岩
村　

正
剛
さ
ん
（
東
網
道
）

　

古
閑　

貴
久
さ
ん
（
中
大
野
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
大
会
名
】

　

第
68
回
全
九
州
高
等
学
校

　

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
大
会

【
出
場
選
手
名
】

　

九
州
学
院
高
校

　

山
本　

秀
磨
く
ん
（
３
年
・
西
上
宮
）

　

松
岡　

紘
平
く
ん
（
２
年
・
原
田
）

　

髙
田
宗
一
郎
く
ん
（
２
年
・
下
宮
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
大
会
名
】

　

第
35
回
全
国
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

　

選
手
権
大
会
西
地
区
大
会

【
出
場
チ
ー
ム
】

　

う
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

【
出
場
選
手
名
】

　

山
本　

は
る
か
さ
ん
（
立
神
）

【
大
会
名
】

　

第
33
回
九
州
少
年
柔
道
大
会

【
出
場
チ
ー
ム
】

　

竜
北
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ

【
出
場
選
手
名
】

　

松
岡　

光
琉
く
ん

　
（
竜
北
東
小
１
年
・
高
塚
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
大
会
名
】

　

第
21
回
全
九
州
高
等
学
校

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
大
会

【
出
場
選
手
名
】

　

八
代
清
流
高
校

　

山
田
く
る
み
さ
ん
（
３
年
・
島
地
）

　

穀
田　

沙
予
さ
ん
（
２
年
・
法
道
寺
）

　

上
村　

丈
翔
く
ん
（
２
年
・
新
村
南
）

▲錦戸祐也君（左）、島田琉くん（右）

▲山本はるかさん

▲松岡光琉くん

▲左から、梅田晴太朗くん、
梅田菜々花さん　　　

▲左から山田くるみさん、 　　　
穀田沙予さん、上村丈翔くん
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竜北中学校

　5月13日から15日まで、2年生が沖縄方面への修学旅行に行ってきまし
た。沖縄は例年だと梅雨入りの時期で天候が心配されましたが、3日間と
も好天に恵まれ、沖縄の青い空と青い海を見ることができました。
　多くの生徒が初めての沖縄でしたが、戦争の悲惨さ、平和の喜び、また、
沖縄独特の自然や文化をしっかりと学び取り、貴重な体験をした3日間と
なりました。

　1年生は、5月13日から1泊2日の日程で、豊野少年の家において、集団宿泊教室を実施しました。
　まだ入学して間もない1年生でしたが、寝起きを共にし、さまざまな活動を通して、クラスの和、学年の和を
高めることができました。

　保護者や地域の皆さんの意見を学校運営に反映し「地域と共にある学校づくり」を目指して、氷川町の各
小中学校には「学校運営協議会」が設置されています。
　竜北中学校では本年度、保護者・地域住民・行政・学校職員など計15人の委員で学校の活性化のために意
見を出し合い、実践していきます。

　中学校の運動部活動の集大成である中学校総合体育大会（通称中体連）の八代地区大会が6月27日、28日
を中心に行われ、各種目で竜北中の選手が大いに活躍しました。特に3年生は、この大会を最後に引退する
ことになります。部活動で培った精神をこれからもさまざまな場面で生かしていきます。

　竜北中学生では3年生を中心に生徒会活動が盛んです。5月25日に行われた生徒総会では、全校生徒が今
年度の生徒会活動について意見を交わし合いました。また、毎月行われるアルミ缶回収やあいさつ運動は、
生徒会主体の活動として定着しています。

2年生 修学旅行 ～沖縄～

1年生 集団宿泊教室竜北中学校 学校運営協議会

中学校総合体育大会（中体連）

生徒が主役、生徒会活動

語り部さんの戦争体験講話

生徒総会の様子

コバルトブルーの海を満喫

ニュースポーツで交流

琉球村にてハブとスキンシップ

生徒会活動の目玉「アルミ缶回収」

国際通りでショッピング

日本一の石段でポーズ第1回運営協議会 運営委員による授業参観 花いっぱい運動
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●休館日　宮原福祉センター
●臨時休館　竜北福祉センター
◎休日在宅医院
　　黒田耳鼻咽喉科医院
　　　外科系　☎52-8787
　　和田内科医院
　　　内科系　☎52-1860

◆母子健康手帳交付
　8:30～12:00 健康福祉課
◆健康相談日
　8:30～12:00 健康センター
●休館日　竜北福祉センター

●休館日　宮原福祉センター
◎休日在宅医院
　　よかと整形外科
　　リウマチクリニック
　　　外科系　☎46-8110
　　緒方内科医院
　　　内科系　☎62-2013

◆資源ごみ分別収集
●休館日　宮原福祉センター
◎休日在宅医院
　　荒木皮ふ科医院
　　　外科系　☎52-8777
　　保田医院
　　　内科系　☎52-0037

●休館日　宮原福祉センター
◎休日在宅医院
　　福田外科・整形外科クリニック
　　　外科系　☎52-0840
　　松本医院
　　　内科系　☎52-0330

氷川町役場氷川町役場

宮原振興局宮原振興局

社会福祉協議会社会福祉協議会

教育委員会教育委員会

まちへのホットライン

※休日在宅医院は先生方の都
　合により変更になる場合が
　あります。確認をお願いします。

八代郡医師会 ☎52－2233

8
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日曜日 Sun 月曜日 Mon 火曜日 Tue 水曜日 Wen 木曜日 Thu 金曜日 Fri 土曜日 Sat

社協

学

氷川町社会福祉協議会

竜北福祉センター

地域包括支援センター

52－5075

62－3313

商 62－2315

総振 62－2311

生 52－5860

給 52－6202

52－5121

52－5335

宮原福祉センター 62－3456

学校教育課

52－5851町民環境課

52－5850企画財政課

健

総

52－5852健康福祉課

税 52－5853税務課

52－5854農業振興課

52－5855農地整備課

建 52－5856建設下水道課  建設係

下 52－5862下水道係

出 52－5857出納室

議 52－5858議会事務局

52－5861農業委員会

商工観光課

ま 62－2317まちづくり推進係
総務振興課

町環

企財

農振

農整

農委

52－7111総務課

生涯学習課

学校給食共同調理場

◆母子健康手帳交付
　8:30～12:00 健康福祉課
◆健康相談日
　8:30～12:00 健康センター
●休館日　竜北福祉センター

健

健

◆メンタルヘルス相談日（要予約）
　14:00～17:00 健康センター
◆社協心配ごと相談・法律相談（要予約）
　13:30～16:00 竜北福祉センター
●休館日　竜北福祉センター

健

健

健

健

健

出

学

健

健

◆歯のピカピカ教室（H25.1～4月生）
　13:00～ 健康センター

健

●休館日　竜北福祉センター

健 健

健商

商

商

◆母子健康手帳交付
　8:30～12:00 健康福祉課
◆健康相談日
　8:30～12:00 健康センター
◆3歳児健診（Ｈ24.6～7月生）
　1歳児健診（Ｈ26.8月生）
　12:30～ 健康センター

◆４カ月児健診（H27.4月生）
　7カ月児健診（H27.1月生）
　12:30～ 健康センター
◆集合税ほか納期日・口座振替日
◆農業委員会総会
　13:30～ 役場大会議室
◆町内小中学校始業式

小児救急電話相談 ～お子さまが急病のとき～

夜間におけるお子さまの急な発熱、嘔吐、下痢、腹痛な
どの応急措置を相談できる窓口です。
経験豊かな看護師がアドバイスします。
相談時間　毎日19時～24時
電話番号　☎♯８０００（ダイヤル回線は使用不可）
☎ ０９６－３６４－９９９９

「氷川町交通安全の日」

休日救急歯科診療 ～急な歯の痛みに～

日曜日、祝祭日に急な歯や歯肉の痛み、事故などにおける
外傷の処置、そのほか、緊急時の歯科治療を行います。
〈場　　所〉八代歯科医師会口腔保健センター
　　　　　八代市上野町折口3591‐14
〈診療時間〉10時～16時
　 ☎ ３１－８０２０問

◆農地法申請締切 農委

◆もぐもぐ教室（H26.12～H27.3月生）
　10:00～ 健康センター

健 総 ◆住民健診
　7:00～10:00 健康センター

健◆行政相談
　10:00～15:00 健康センター
◆住民健診
　7:00～10:00 氷川町公民館

健

氷川町の火災・救急件数

熊本県内の交通事故件数・死傷者数

氷川町の火災・救急件数 （Ｈ27年１月からの累計）

（Ｈ27年１月からの累計）熊本県内の交通事故件数・死傷者数

6月30日現在

3,614
47
26

43
0
0

4,638
63
36

熊 本 県 下
氷川署管内
氷　川　町

氷川町 1 334
火　災 救　急

7月23日現在 件　数 死　者 傷　者

町環

「人権を確かめあう日」

◆住民健診
   7:00～10:00 健康センター

◆地蔵まつり「造り物大会」
　宮原地区中心市街地
●休館日　宮原福祉センター
◎休日在宅医院
　　松村眼科医院 
　　　外科系 ☎52-0131
　　前田内科医院 
　　　内科系 ☎52-1310

◆母子健康手帳交付
   8:30～12:00 健康福祉課

◆健康相談日
   8:30～12:00 健康センター
◆地蔵まつり「造り物大会」
　宮原地区中心市街地
◆地蔵まつり「花火大会」
　20:00～ 国道3号氷川橋上流
　　　　　300m付近
●休館日　竜北福祉センター

農委

社協

●休館日　宮原福祉センター
●臨時休館　竜北福祉センター
◎休日在宅医院
　　黒田耳鼻咽喉科医院
　　　外科系　☎52-8787
　　和田内科医院
　　　内科系　☎52-1860

◆母子健康手帳交付
　8:30～12:00 健康福祉課
◆健康相談日
　8:30～12:00 健康センター
●休館日　竜北福祉センター

●休館日　宮原福祉センター
◎休日在宅医院
　　よかと整形外科
　　リウマチクリニック
　　　外科系　☎46-8110
　　緒方内科医院
　　　内科系　☎62-2013

◆資源ごみ分別収集
●休館日　宮原福祉センター
◎休日在宅医院
　　荒木皮ふ科医院
　　　外科系　☎52-8777
　　保田医院
　　　内科系　☎52-0037

●休館日　宮原福祉センター
◎休日在宅医院
　　福田外科・整形外科クリニック
　　　外科系　☎52-0840
　　松本医院
　　　内科系　☎52-0330

氷川町役場氷川町役場

宮原振興局宮原振興局

社会福祉協議会社会福祉協議会

教育委員会教育委員会

まちへのホットライン

※休日在宅医院は先生方の都
　合により変更になる場合が
　あります。確認をお願いします。

八代郡医師会 ☎52－2233
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日曜日 Sun 月曜日 Mon 火曜日 Tue 水曜日 Wen 木曜日 Thu 金曜日 Fri 土曜日 Sat

社協

学

氷川町社会福祉協議会

竜北福祉センター

地域包括支援センター

52－5075

62－3313

商 62－2315

総振 62－2311

生 52－5860

給 52－6202

52－5121

52－5335

宮原福祉センター 62－3456

学校教育課

52－5851町民環境課

52－5850企画財政課

健

総

52－5852健康福祉課

税 52－5853税務課

52－5854農業振興課

52－5855農地整備課

建 52－5856建設下水道課  建設係

下 52－5862下水道係

出 52－5857出納室

議 52－5858議会事務局

52－5861農業委員会

商工観光課

ま 62－2317まちづくり推進係
総務振興課

町環

企財

農振

農整

農委

52－7111総務課

生涯学習課

学校給食共同調理場

◆母子健康手帳交付
　8:30～12:00 健康福祉課
◆健康相談日
　8:30～12:00 健康センター
●休館日　竜北福祉センター

健

健

◆メンタルヘルス相談日（要予約）
　14:00～17:00 健康センター
◆社協心配ごと相談・法律相談（要予約）
　13:30～16:00 竜北福祉センター
●休館日　竜北福祉センター

健

健

健

健

健

出

学

健

健

◆歯のピカピカ教室（H25.1～4月生）
　13:00～ 健康センター

健

●休館日　竜北福祉センター

健 健

健商

商

商

◆母子健康手帳交付
　8:30～12:00 健康福祉課
◆健康相談日
　8:30～12:00 健康センター
◆3歳児健診（Ｈ24.6～7月生）
　1歳児健診（Ｈ26.8月生）
　12:30～ 健康センター

◆４カ月児健診（H27.4月生）
　7カ月児健診（H27.1月生）
　12:30～ 健康センター
◆集合税ほか納期日・口座振替日
◆農業委員会総会
　13:30～ 役場大会議室
◆町内小中学校始業式

小児救急電話相談 ～お子さまが急病のとき～

夜間におけるお子さまの急な発熱、嘔吐、下痢、腹痛な
どの応急措置を相談できる窓口です。
経験豊かな看護師がアドバイスします。
相談時間　毎日19時～24時
電話番号　☎♯８０００（ダイヤル回線は使用不可）
☎ ０９６－３６４－９９９９

「氷川町交通安全の日」

休日救急歯科診療 ～急な歯の痛みに～

日曜日、祝祭日に急な歯や歯肉の痛み、事故などにおける
外傷の処置、そのほか、緊急時の歯科治療を行います。
〈場　　所〉八代歯科医師会口腔保健センター
　　　　　八代市上野町折口3591‐14
〈診療時間〉10時～16時
　 ☎ ３１－８０２０問

◆農地法申請締切 農委

◆もぐもぐ教室（H26.12～H27.3月生）
　10:00～ 健康センター

健 総 ◆住民健診
　7:00～10:00 健康センター

健◆行政相談
　10:00～15:00 健康センター
◆住民健診
　7:00～10:00 氷川町公民館

健

氷川町の火災・救急件数

熊本県内の交通事故件数・死傷者数

氷川町の火災・救急件数 （Ｈ27年１月からの累計）

（Ｈ27年１月からの累計）熊本県内の交通事故件数・死傷者数

6月30日現在

3,614
47
26

43
0
0

4,638
63
36

熊 本 県 下
氷川署管内
氷　川　町

氷川町 1 334
火　災 救　急

7月23日現在 件　数 死　者 傷　者

町環

「人権を確かめあう日」

◆住民健診
   7:00～10:00 健康センター

◆地蔵まつり「造り物大会」
　宮原地区中心市街地
●休館日　宮原福祉センター
◎休日在宅医院
　　松村眼科医院 
　　　外科系 ☎52-0131
　　前田内科医院 
　　　内科系 ☎52-1310

◆母子健康手帳交付
   8:30～12:00 健康福祉課

◆健康相談日
   8:30～12:00 健康センター
◆地蔵まつり「造り物大会」
　宮原地区中心市街地
◆地蔵まつり「花火大会」
　20:00～ 国道3号氷川橋上流
　　　　　300m付近
●休館日　竜北福祉センター

農委

社協

ご み の 減 量 化 に  ご 協 力 く だ さ い 。




